


■
　

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
と
は
？

　

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
と
い
う
言
葉
に
ど
ん

な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
ま
す
か
？
「
資
格

取
得
」「
昇
進
・
昇
格
」「
転
職
」、ま
た
は
キ
ャ

リ
ア
官
僚
な
ど
と
呼
ば
れ
る
こ
と
か
ら
「
エ

リ
ー
ト
」
な
ど
で
し
ょ
う
か
？

　

実
は
「
キ
ャ
リ
ア
」
の
語
源
は
、
ラ
テ
ン

語
のcarraria

か
ら
き
て
い
ま
す
。「
馬
車
」

や
馬
車
等
が
通
っ
た
後
に
で
き
る
道
「
轍わ

だ
ち

」

の
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で
通
っ
て
き
た
道
、

こ
れ
か
ら
通
っ
て
い
く
道
と
い
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
キ
ャ
リ
ア
の
定
義
は
、
研
究

者
の
間
で
も
様
々
な
意
見
が
あ
り
ま
す
が
、

大
ま
か
に
狭
い
意
味
で
「
経
歴
・
経
験
」、

広
い
意
味
で
「
働
く
人
の
価
値
」
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

　

そ
の
キ
ャ
リ
ア
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
と
は
、

仕
事
の
経
験
を
積
み
能
力
を
高
め
、
よ
り
上

の
地
位
や
高
給
職
へ
の
異
動
や
転
職
な
ど

で
職
業
人
生
の
質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で

す
。
そ
れ
は
、
仕
事

の
質
、
経
験
、
環
境

な
ど
を
よ
り
高
度
な

も
の
に
し
働
く
人
の

価
値
を
高
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

■
　

自
己
実
現

　

同
じ
よ
う
な
意
味
合
い
で
「
自
己
実

現
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
米
国
の
心
理
学
者
、
ア

ブ
ラ
ハ
ム
・
マ
ズ
ロ
ー
（
１
９
０
８
年
～

１
９
７
０
年
）
の
欲
求
段
階
説
（
図
１
）
の

な
か
で
説
い
た
高
次
の
欲
求
と
し
て
の
「
自

己
実
現
」
の
こ
と
で
す
。

　

マ
ズ
ロ
ー
は
、
人
間
の
欲
求
は
５
段
階

（
マ
ズ
ロ
ー
は
晩
年
に
も
う
一
段
階
「
自
己

超
越
欲
求
」
を
付
け
加
え
た
）
あ
り
、
上
に

行
く
ほ
ど
狭
ま
り
な
が
ら
連
な
っ
て
い
る

と
し
、
低
階
層
の
欲
求
が
充
た
さ
れ
る
と
、

よ
り
高
次
の
階
層
の
欲
求
へ
と
昇
っ
て
い

く
と
説
い
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
第
１
段
階
は
「
生
理
的
欲
求
」、

人
が
生
き
て
い
く
う
え
で
欠
か
せ
な
い
空

気
・
水
・
食
べ
物
・
睡
眠
な
ど
の
基
本
的
欲

求
で
す
。

　

第
２
段
階
は
「
安
全
の
欲
求
」、
心
身
の

安
全
性
・
経
済
的
安
定
性
・
良
好
な
健
康
状

態
の
維
持
な
ど
の
欲
求
で
す
。

　

第
３
段
階
は
「
社
会
的
欲
求
」、
集
団
に
属

し
た
り
、
仲
間
が
欲
し
く
な
っ
た
り
す
る
欲

求
で
、
愛
と
所
属
の
欲
求
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

　

第
４
段
階
は
「
承
認
（
尊
重
）
の
欲
求
」、

他
者
か
ら
認
め
ら
れ
た
い
、
称
賛
さ
れ
た

い
、
尊
敬
さ
れ
た
い
と
い
う
欲
求
で
す
。
尊

重
の
レ
ベ
ル
に
は
二
つ
あ
り
、
低
い
レ
ベ
ル

の
尊
重
欲
求
は
、
他
者
か
ら
の
尊
敬
、
地
位

へ
の
渇
望
、
名
声
、
利
権
、
注
目
を
得
る
こ

と
な
ど
で
、
そ
こ
に
と
ど
ま
り
続
け
る
こ
と

は
危
険
だ
と
し
て
い
ま
す
。
高
い
レ
ベ
ル
の

尊
重
欲
求
は
、
自
己
尊
重
感
、
技
術
や
能
力

の
習
得
、
自
己
信
頼
感
、
自
立
性
な
ど
を
得

る
こ
と
で
充
た
さ
れ
、
他
者
か
ら
の
評
価
よ

り
も
自
分
自
身
の
評
価
が
重
視
さ
れ
る
と

し
て
い
ま
す
。
こ
の
高
い
レ
ベ
ル
の
尊
重
欲

求
に
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
と
同
じ
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
を
持
つ
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
第
５
段
階
は
「
自
己
実
現
の
欲

求
」、
自
分
が
持
つ
能
力
を
引
き
出
し
創
造

的
活
動
が
し
た
い
と
い
う
欲
求
で
す
。
端
的

に
い
う
と
「
あ
る
べ
き
自
分
に
な
る
」
と
い

う
こ
と
で
、
あ
る
べ
き
自
分
を
思
い
描
い

て
、
そ
れ
に
向
か
う
喜
び
を
自
分
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
で
き
る

こ
と
で
す
。
そ
の
意
味

で
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に

似
て
い
る
と
感
じ
る
方

も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
概
念
的
に
は
別

物
と
い
う
こ
と
も
で
き

ま
す
。

　

ま
た
、
先
ほ
ど
触
れ
た
よ
う
に
、
マ
ズ

ロ
ー
は
晩
年
に
な
っ
て
付
け
加
え
た
第
６

段
階
が
「
自
己
超
越
の
欲
求
」
で
す
。
そ
れ

は
、「
自
己
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
他
者
を

よ
り
豊
か
に
し
た
い
」
と
い
う
欲
求
で
、
エ

ゴ
イ
ズ
ム
を
超
越
し
た
哲
学
的
な
領
域
に
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な
り
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
は
深
く
掘
り
下
げ

な
い
こ
と
と
し
ま
す
。

■
　

３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　

人
間
は
、
お
か
れ
て
い
る
環
境
に
よ
り
異

な
る
欲
求
の
階
層
に
居
た
り
、
自
己
の
成
熟

度
な
ど
か
ら
多
面
的
に
階
段
を
登
っ
た
り
、

降
り
た
り
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
全
て
の
働
く
人
の
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
に
役
立
つ
方
法
も
あ
り
ま
す
。
私
が

仕
事
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
、
ま
た
は
一
流

の
仕
事
を
す
る
方
々
か
ら
学
ん
だ
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
に
役
立
つ
ポ
イ
ン
ト
が
３
つ
あ

り
ま
す
。

【
①
自
己
肯
定
感
の
獲
得
】

　

自
分
で
自
分
を
肯
定
す
る
力
で
す
。
誰
も

見
て
い
な
い
か
ら
と
手
抜
き
を
し
て
も
自

分
の
無
意
識
は
見
て
い
る
の
で
自
己
肯
定

感
は
獲
得
で
き
ま
せ
ん
。
自
己
肯
定
感
は

日
々
の
仕
事
の
進
め
方
や
日
常
の
過
ご
し

方
で
獲
得
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

【
②
解
決
志
向
】

　

問
題
点
や
原
因
を
追
究
す
る
こ
と
に
焦

点
を
当
て
る
の
で
は
な
く
、
解
決
す
る
に
は

ど
う
す
る
か
に
焦
点
を
当
て
る
技
術
で
す
。

限
ら
れ
た
時
間
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
い
方

が
全
く
異
な
り
ま
す
。

【
③
自
分
な
り
の
到
達
点
を
見
つ
け
る
】

　

一
流
の
仕
事
を
し
、
キ
ャ
リ
ア
が
展
開
す

る
方
は
、
自
分
な
り
の
仕
事
の
到
達
点
を
見

つ
け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
目
安
は
、

「
愚
痴
や
文
句
が
出
て
な
い
か
」
で
す
。
仕

事
に
慣
れ
て
く
る
と
自
分
の
価
値
判
断
で

愚
痴
や
文
句
が
出
る
時
期
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
到
達
点
を
見
つ
け
て
い
な
い
か
、
ま

だ
何
も
達
成
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。

■
　

明
る
い
未
来
の
た
め
に

　

今
、
世
の
中
が
変
化
の
渦
中
で
あ
る
こ
と

を
感
じ
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
法

律
で
も
働
き
方
改
革
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。

上
述
の
３
点
は
、
仕
事
を
す
る
自
分
の
土
台

づ
く
り
で
す
。
土
台
が
構
築
さ
れ
て
い
れ

ば
、
世
の
中
の
変
化
に
合
わ
せ
て
望
む
キ
ャ

リ
ア
を
展
開
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま

す
。

　

自
己
肯
定
感
を
も
ち
、
課
題
に
対
し
て
解

決
志
向
で
考
え
、
自
発
的
に
取
り
組
ん
で
い

け
ば
、
き
っ
と
明
る
い
今
日
と
未
来
が
見
え

る
で
し
ょ
う
。
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 ＼年金事務所からの  お知らせです。／   

お問い合わせ先は、各年金事務所の適用調査（徴収）課です。（自動音声案内3番→2番） 那覇 098-855-1111 浦添 098-877-0343 コザ 098-933-2267 名護 0980-52-2522 平良 0980-72-3650 石垣 0980-82-9211

算定基礎届のチェックポイント

対 象 者
●7月1日現在の被保険者全員です。
●産休、育児休業、休職、欠勤中の被保険者も対象です。
※2019年6月1日以降に被保険者になった方は対象外です。

資格喪失者 ●すでに資格喪失している方は、「備考」欄に「2019年○月○日喪失」と記載します。

対 象 月
●4・5・6月に支給された報酬が対象です。
●1ヶ月の支払基礎日数が17日（特定適用事業所に勤務する短時間労働者は11日）
未満の月については、報酬月額は記載しますが、平均額の対象からは除きます。

報 　 酬
●基本給のほかに通勤手当や残業手当など支払われた全ての手当を含みます。
●ただし、遡乃支払いや臨時的な支払は除いて修正します。
●臨時的な支払は賞与に該当する場合があります。→賞与の届出が必要です。

２等級以上
変動が
ある人

●7月または8月から月額変更に該当する方は、「備考」欄に「○月改定」と記載しま
す。「月額変更届」を別に提出します。
●従前に比べ２等級以上の変動があったが、「固定給の増減」ではない場合は、
「備考」欄に「非固定増」または「非固定減」と記入します。

CD等で提出される事業　所は
「磁気媒体届書総括表」　＋「総括表」を提出して下さい。

記載例 ●給与の支払対象となる期間の途中から資格取得したことにより1ヶ月分の給与が支給さ
　れない場合
⇒1ヶ月分の給与が支給されない月（途中入社月）を除いた月を対象とします。

（例）4月4日入社
　毎月末日締切、翌月10日支払
4月分の給与は、日割計算になり、1ヶ月の給与が
支給されないため、その月を除いた月で報酬月額
を算出します。
※4月途中入社の方で、日割計算で20日分の給与が支
給された場合でも、日割計算により本来、1ヶ月分と
して受ける額を受けていないことから、算定の対象
月から除きます。

H31

準備をしま しょう。
季節です。

給与の支払対象となる期間の途中から入社したとき

算定基礎届とは？
　健康保険・厚生年金保険では、被保険者の
実際の報酬と標準報酬月額との間に大きな
差が出ないように、毎年1回、標準報酬月額を
決定しており、その届書を算定基礎届といい
ます。
　算定基礎届は、保険料の計算など社会保
険の基礎となる大切な届出ですので、正しく
記載し、期限内に提出します。

算定基礎届と総括表
の送付

6月 7月 8月 9月

6月下旬に、算定基礎届と総括表が日本
年金機構から送られてきます。

算定基礎届説明会へ参加 算定基礎届の作成

5月19日現在の被保険者の氏名、
生年月日などが記載されています。

算定基礎届の流れ

1 2 3 4 5 6

年金事務所・沖縄県社会保険協会などが
主催する説明会へ参加して、正しい記載方
法などの説明を受けます。

6月の給与を支払ったら算定基礎
届に記載します。（4月、5月分は、
事前に記載しておきます。）

新しい標準報酬月額に基づき、9月
分から保険料が計算されます。
（2019年は10月31日が納付期限）

提出期間
7月1日～7月10日

保険料の計算決定通知書

日本年金機構本部から送られてきます。

▼
日本年金機構

福岡広域事務センターです。
〒812-8579
福岡県福岡市博多区
榎田1-2-55　AP榎田ビル

まもなく

説明会の日程は
12Pにあります。 下記の記載例参照

郵送での提出先は
変更がなければ
来年の８月まで
使用されます。

各従業員に新しい標準報酬月額を
通知します。

算定基礎届の

同封の返信用封筒にて
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『待期完成』の考え方

 　 ＼協会けんぽ沖縄支部  からのお知らせです。／  

全国健康保険協会 沖縄支部
協 会 け ん ぽ

欠勤 出勤 欠勤 欠勤

支給 支給

不支給
（期間満了）

支給開始

待期

2019/6/1 2020/11/30

暦上での１年６ヶ月

　傷病手当金とは、従業員（被保険者）が業務外の事由による病気やケガで仕事を休み、
その間の給料を受けられないときの生活の保障です。

支給を受けるための条件

　同一の傷病について障害厚生年金を受給している場合、資格喪失後の期間で老齢年金（退職年金）を受給し
ている場合は、その日額が傷病手当金の支給日額より多い場合は支給されません。少なければ差額が支給され
ます（下記例参照）。

　下記①～④の要件を満たす場合のみ、退職後の期間についても引き続き傷病手当金を受けることができま
す。ただし、受給できる期間は、支給開始日から1年6ヶ月の範囲です。
①退職までに1年以上継続して被保険者であること（任意継続期間は除く）
②退職日の前日までに連続して3日以上休み(待期完成)、退職日も休んでいる(出勤していない)こと                   
　（下記例参照）
③同一の傷病により退職後も引き続き療養のため労務不能であること
④労務不能期間が継続していること（断続しての受給はできません）

※同一の傷病につき、障害厚生年金が後日遡って支給されたとき、または資格喪失後に傷病手当金を受給
　している場合に老齢年金（退職年金）が後日遡って支給されたときは、傷病手当金の受給期間と重複す
　る期間について、傷病手当金の一部または全部を返還していただくこととなります。

障害厚生年金の支給が遡った
ことで、傷病手当金との重複
期間分(6/1～11/30）の傷病
手当金について返還金が発生

障害厚生年金等との支給額の調整

退職などで資格喪失した後の継続給付

支給期間

支給額の計算方法

　被保険者が次の　 つの条件をすべて満たしたときに支給されます。

支給期間は、支給開始日から最長１年６ヶ月の間で支給条件を満たしている日について支給されます。
※1年６ヶ月とは、１年６ヶ月分支給されるのではなく、暦上での期間となります。

支給額 ＝ 支給日額  ×  休んだ日数（待期期間除く）

※支給開始日以前に12ヶ月の標準報酬月額がない場合の計算方法は、当支部までお問い合わせください。

業務外の事由による病気やケガの療養のため、仕事につけないこと（労務不能）
※業務災害、通勤途上のケガについては、労働基準監督署に労災保険の申請をお願いします。
※担当医師の意見などをもとに判断します。
３日間連続して仕事を休み、４日目以降にも休んだ日があること
※３日間連続して休んだことを『待期完成』といいます。なお、待期完成に要した３日間に対しては傷

病手当金は支給されません。

給与（報酬）を受けていないこと
※給与の支払いがあっても傷病手当金の額より少ない場合は、その差額が支給されます。

支給開始日以前の継続した12ヶ月間※の各月の
標準報酬月額を平均した額

支給日額  ＝ ÷30日×２/３

【 休→無給休暇　 有→有給休暇　 公→土日祝日等の会社で定められた休日　 出→出勤 】

連続する3日間の休みがないため待期は完成していません。

傷病手当金日額6,000円　＞　給与支給額　1日あたり2,000円

待期完成

※土日祝日等の会社で定められた休日や
　有給休暇も待期期間に含みます。

休休 休 出 休 休

公 有 休 休 休

休出 出

出 出

出例1）

例2）
ここから支給対象

待期完成

公 休 休 休 休例3）

例）

例）

ここから支給対象

傷病手当金
日額 6,000円

差額 4,000円
給与支給額 2,000円 差額4,000円が傷病手当金として支給されます

差額1,000円が傷病手当金として
支給されます

出勤した期間も1年6ヶ月に含まれます 1年6ヶ月経過のため支給されません

病気やケガで
　会社を休んだとき 「傷病手当金」①

　例）　傷病手当金日額が、障害厚生年金日額よりも多い場合
　　　　傷病手当金日額6,000円　＞　障害厚生年金額180万円（日額5,000円）　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　※ 年金日額＝180万円÷360日（1円未満切り捨て）

　例）　傷病手当金受給中に遡って障害厚生年金が支給された場合
　　　   傷病手当金日額6,000円　＞　障害厚生年金額180万円（日額5,000円）

例3）

例1）

例2）

出 出 休 休 休 休 支給可
退職日

出 出 休 休 休 出

出 出 休 休 休

←  待期完成 →

退職日

退職日
支給不可

支給不可

≪傷病手当金に関するお問い合わせ先　業務グループ　☎098-951-2282 ≫
◇次号（7月号）では、傷病手当金申請時の注意事項等についてご説明します。

傷病手当金
日額 6,000円

差額 1,000円
障害厚生年金
日額 5,000円

2019/4/1
傷病手当金受給開始

2019/6/1

年金日額5,000円×重複期間の日数183日＝915,000円(返還金)

2019/12/1
障害厚生年金支給決定
（2019/6/1に遡って支給決定）2019/6/1に遡って障害厚生年金支給

傷病手当金受給
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睡 

眠 

改 

善 

〉 

〉 

〉

colum n

〜
イ
キ
イ
キ
と
笑
顔
で
過
ご
す
た
め
に
〜　睡眠に関する個別相談

を実施するなどフリーラ
ンスとして活動している。
ま た、役 者「コ ハ マ コ」
として劇団にも所属。睡
眠の重要性をテーマに演
劇を行うなど “眠りを楽
しく伝える” をモットー
に、眠 育（み ん いく）推
進活動を行っている。小 浜　敬 子

こはま　けいこ

プロフィール

保有資格：睡眠改善インストラクター、
管理栄養士、健康運動指導士

　

あ
な
た
は
昨
日
、
何
時
間
眠
り
ま
し
た
か
？
そ
し
て
、

起
き
て
か
ら
の
時
間
は
活
動
的
に
過
ご
せ
て
い
ま
す
か
？

日
本
人
の
１
日
の
平
均
睡
眠
時
間
を
み
る
と
、
６
時
間
未

満
の
割
合
が
約
40
％
（
厚
生
労
働
省
「
平
成
29
年
国
民
健

康
・
栄
養
調
査
報
告
」）
と
な
っ
て
お
り
、
睡
眠
の
状
況

に
課
題
が
あ
る
の
が
現
状
で
す
。

　

さ
て
、
私
た
ち
は
ど
う
し
て
眠
る
の
で
し
ょ
う
か
。
答

え
は
簡
単
で
す
。
睡
眠
は
、
私
た
ち
が
日
中
イ
キ
イ
キ
と

過
ご
す
た
め
に
必
要
だ
か
ら
で
す
。
今
回
、
睡
眠
が
不
足

す
る
と
ど
う
な
る
か
、
ぐ
っ
す
り
眠
り
、
シ
ャ
キ
ッ
と
起

き
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
を

中
心
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

眠
り
の
借
金
、「
睡
眠
負
債
」
と
は
？

　
「
睡
眠
負
債
」
と
は
、「
睡
眠
時
間
が
不
足
し
、
気
づ

か
な
い
う
ち
に
溜
ま
る
睡
眠
の
借
金
の
こ
と
」
で
す
。

２
０
１
７
年
ユ
ー
キ
ャ
ン
新
語
・
流
行
語
大
賞
の
ト
ッ
プ

10
に
も
選
ば
れ
ま
し
た
。
朝
起
き
る
の
が
つ
ら
い
、
日
中

眠
た
く
て
仕
方
が
な
い
、
文
章
を
何
度
も
読
み
返
し
て
し

ま
う
、
つ
い
さ
っ
き
覚
え
た
こ
と
を
忘
れ
る
、
と
い
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
こ
の
よ
う
な
経
験
が
あ
る
方

は
、
睡
眠
負
債
が
た
ま
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

睡
眠
が
不
足
す
る
と
、
思
考
や
判
断
、
集
中
力
に
影
響

を
及
ぼ
し
、
重
大
な
ミ
ス
や
事
故
を
ひ
き
起
こ
し
て
し
ま

い
ま
す
。
睡
眠
時
間
と
自
動
車
事
故
に
つ
い
て
調
査
し

た
ア
メ
リ
カ
の
非
営
利
団
体
（A

A
A

 Foundation for 

T
raffi

c Safety

ア
メ
リ
カ
自
動
車
協
会
）
の
２
０
１
６

年
の
報
告
に
よ
る
と
、
睡
眠
時
間
を
７
時
間
以
上
と
っ
て

い
た
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故
確
率
を
１
と
し
た
場
合
、
６
～

７
時
間
の
睡
眠
時
間
で
１
・
３
倍
、
５
～
６
時
間
で
１
・
９

倍
、
４
～
５
時
間
で
４
・
３
倍
、
４
時
間
未
満
で
の
事
故

確
率
は
な
ん
と
11
・
５
倍
で
あ
っ
た
と
推
定
し
て
い
ま
し

た
。

　

睡
眠
不
足
は
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
や
事
故
だ
け
で
は

な
く
、
肥
満
や
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
う
つ
病
、
認
知
症
な

ど
の
疾
患
と
関
連
す
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
も
し
あ

な
た
が
「
睡
眠
が
足
り
て
い
な
い
だ
け
だ
か
ら
改
善
し
な

く
て
も
大
丈
夫
」
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
る
な
ら
ば
、

今
す
ぐ
に
捨
て
て
く
だ
さ
い
。

７
つ
の
オ
ス
ス
メ
快
眠
法

　

ぐ
っ
す
り
寝
た
い
、
シ
ャ
キ
ッ
と
起
き
た
い
、
日
中
は

イ
キ
イ
キ
と
活
動
し
た
い
、
そ
ん
な
あ
な
た
に
オ
ス
ス
メ

す
る
７
つ
の
快
眠
法
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

１　

朝
起
き
た
ら
、
朝
日
を
浴
び
、
朝
食
を
食
べ
る

　

シ
ャ
キ
ッ
と
起
き
、
ぐ
っ
す
り
眠
る
た
め
に
は
、
朝
か

ら
し
っ
か
り
と
活
動
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
光
は
天
然

の
目
覚
ま
し
時
計
で
す
。
私
は
、
眠
る
前
に
カ
ー
テ
ン
を

す
べ
て
閉
め
ず
に
少
し
開
け
て
お
き
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
光

が
顔
に
あ
た
る
の
で
、
目
覚
ま
し
時
計
よ
り
も
早
く
起
き

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
朝
食
を
食
べ
る
、
そ
し
て
「
噛
む
」
と
い
う
作

業
に
よ
り
体
温
が
上
昇
し
覚
醒
を
促
し
ま
す
。
朝
食
を
食

べ
な
い
人
は
、
ま
ず
何
か
食
べ
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま

し
ょ
う
。

２　

午
後
シ
ャ
キ
ッ
と
す
る
た
め
の

　
　
「
昼
寝
」
と
「
カ
フ
ェ
イ
ン
」

　

昼
寝
を
す
る
時
間
が
あ
る
な
ら
ば
、
約
15
～
20
分
程
度

に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
昼
寝
前
に
カ
フ
ェ
イ
ン
が
含
ま

れ
て
い
る
コ
ー
ヒ
ー
や
紅
茶
な
ど
を
飲
む
と
、
昼
寝
後
は

ス
ッ
キ
リ
起
き
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

３　

夕
方
以
降
に
居
眠
り
や
仮
眠
を
し
な
い

　

日
中
起
き
て
し
っ
か
り
活
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、
眠
り

た
い
と
い
う
欲
求
が
高
ま
っ
て
い
き
ま
す
。
夕
方
（
15
時

頃
）
以
降
の
仮
眠
は
、
夜
間
の
睡
眠
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し

て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
夜
ぐ
っ
す
り
寝
た
い
と
い
う
方
は

夕
方
以
降
の
居
眠
り
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

４　

寝
る
直
前
な
ら
シ
ャ
ワ
ー
だ
け
、
湯
船
に

　
　

つ
か
る
な
ら
寝
る
１
時
間
半
前
ま
で
に

　

眠
り
は
体
温
と
関
係
し
て
い
ま
す
。
手
や
足
先
な
ど
か

ら
体
の
熱
を
放
出
し
、
身
体
の
内
部
の
温
度
（
深
部
体
温

と
い
い
ま
す
）
が
下
が
る
こ
と
で
眠
る
準
備
を
始
め
ま
す
。

寝
る
直
前
に
熱
い
湯
船
に
つ
か
る
と
、
深
部
体
温
が
下
が

る
ま
で
に
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
す
ぐ
寝

た
い
場
合
は
、
シ
ャ
ワ
ー
だ
け
で
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。
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睡 

眠 

改 

善 

〉 

〉 

〉

colum n

〜
イ
キ
イ
キ
と
笑
顔
で
過
ご
す
た
め
に
〜　睡眠に関する個別相談

を実施するなどフリーラ
ンスとして活動している。
ま た、役 者「コ ハ マ コ」
として劇団にも所属。睡
眠の重要性をテーマに演
劇を行うなど “眠りを楽
しく伝える” をモットー
に、眠 育（み ん いく）推
進活動を行っている。小 浜　敬 子

こはま　けいこ

プロフィール

保有資格：睡眠改善インストラクター、
管理栄養士、健康運動指導士

５　

寝
る
１
時
間
前
か
ら
部
屋
の
明
か
り
を
落
と
す

　

夜
の
明
る
い
光
は
、
脳
の
興
奮
を
促
し
、
眠
り
を
促
す

メ
ラ
ト
ニ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
を
抑
制
し
ま
す
。

寝
る
１
時
間
前
か
ら
部
屋
の
明
か
り
を
調
節
し
た
り
、
間

接
照
明
を
活
用
す
る
な
ど
し
て
、
暖
か
み
の
あ
る
光
に
す

る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

６　

な
に
は
と
も
あ
れ
リ
ラ
ッ
ク
ス

　

翌
日
に
大
事
な
仕
事
が
控
え
て
い
て
緊
張
し
て
眠
れ
な

い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
私
は
役
者
を
や
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
公
演
前
に
な
る
と
緊
張
で
眠
れ
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
と
き
は
、
ま
ず
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
す

る
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
。
眠
れ
な
い
か
ら
と

い
っ
て
仕
事
を
す
る
、
携
帯
な
ど
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

し
て
し
ま
う
と
、
逆
に
脳
が
働
い
て
し
ま
い
、
覚
醒
を
促

し
て
し
ま
い
ま
す
。
寝
ら
れ
な
い
場
合
は
、
一
度
寝
室
を

出
て
、
本
を
読
む
、
音
楽
を
聴
く
、
ス
ト
レ
ッ
チ
を
す
る

な
ど
、
単
調
な
作
業
を
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

７　

必
要
な
睡
眠
時
間
を
知
る

　

必
要
な
睡
眠
時
間
は
個
々
人
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

が
、
米
国
立
睡
眠
財
団
（N

ational Sleep Foundation

）

は
、
７
～
９
時
間
を
推
奨
し
て
い
ま
す
（
18
～
64
歳
の
場

合
）。
ど
う
し
て
も
７
～
９
時
間
は
難
し
い
と
い
う
場
合

は
、
目
安
と
し
て
６
時
間
は
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

　

自
分
の
必
要
な
睡
眠
時
間
を
見
つ
け
た
い
と
い
う
方

は
、
睡
眠
日
誌
（
図
１
）
を
記
録
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。
眠
り
や
日
中
の
様
子
を
１
週
間
記
録
し
、
視
覚
化

す
る
こ
と
で
、
ご
自
身
の
必
要
な
睡
眠
時
間
を
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
回
、
睡
眠
不
足
の
影
響
、
快
眠
法
な
ど
を
ご

紹
介
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
も
し
１
ヶ
月
以
上
の

期
間
、
睡
眠
に
何
か
し
ら
の
問
題
が
続
い
て
い
る
、

日
中
の
活
動
に
支
障
が
出
て
い
る
な
ど
の
症
状
を

お
持
ち
で
し
た
ら
、
睡
眠
専
門
の
病
院
に
行
く
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
ま
た
、
ご
自
身
で
睡
眠
の

状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
も

あ
り
ま
す
（
睡
眠
医
療
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ムhttp://

sleepm
ed.jp/platform

/

）。　
　

　

眠
り
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
は
、
起
き
て
い
る
時

間
も
犠
牲
に
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
イ
キ
イ
キ

と
笑
顔
で
活
動
的
に
過
ご
す
た
め
に
、
今
一
度
、

眠
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
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図1．睡眠日誌の例（堀忠雄ほか、『応用講座睡眠改善学』、ゆまに書房、2013年）



１　申請書の入手
申請書は、市（区）役所または町村役場の国民年金窓口や年金事務所、日本年金機構ホームページで入手できます。

２　申請書の記入
　　記入例を参考に申請書にご記入ください。
３　申請書を提出
　　提出先は、住民票を登録している市（区）役所または町村役場の国民年金窓口です。
　　申請の際には、学生証などの学生であることを証明するものが必要です。
４　審査結果の確認
　　申請後、日本年金機構から「承認通知書」または「却下通知書」が届きます。

（1）「承認通知書」が届いた場合、承認期間は４月～翌年３月の１年間となります。
　　　すでに保険料を納められた月分は、学生納付特例の期間にはなりません。
（2）「却下通知書」が届いた場合、保険料を納付する必要があります。

お問い合わせ先は
各年金事務所の国民年金課
　　（自動音声案内2番→2番）

那覇 098-855-1111
0980-52-2522

那覇
名護

浦添 098-877-0343
平良 0980-72-3650

コザ 098-933-2267
石垣 0980-82-9211

＼年金事務所からのお知らせです。／

国民年金に加入している20歳以上の学生の方へ　

●前年所得が基準以下の学生を対象とした、国民年金保険料の納付が猶予される
　制度です

保険料を納められないときは、未納のまま放置せず学生納付特例を申請しましょう。

「納付」「学生納付特例」「未納」はこのように違います

＜前年所得のめやす＞　　118万円　 ＋ 　扶養親族等の数38万円　で計算した額以下

大学（大学院）、短大、高等学校、高等専門学校、専修学校、各種学校※に在籍する学生等で、ご本人の
前年所得が基準以下の方です。
※学校教育法で規定されている修業年限が1年以上の課程のある学校

◎学生納付特例制度のメリット
　・老齢基礎年金を受け取るために必要な期間(受給資格期間)に算入されます。
　・病気やけがで障害が残ったときに障害基礎年金を受け取ることができます。

学生納付特例制度のポイント国民年金保険料の納付が猶予される

1 学生納付特例制度はどんな制度？

2 手続きはどうするの？

3 承認された場合、将来受け取る年金はどうなるの？

●将来受け取る年金の受給資格期間には算入されます
　ただし、年金額には反映されません　

●対象になる方

●申請の流れ

平成31年４月分から翌年３月分
までの期間の申請は、平成31年
４月から２年後の５月末までに
なります。申請時点の２年１カ
月前の月分まで遡って申請する
ことができますが、申請が遅く
なると、申請日前に生じた不慮
の事故や病気による障害につい
て、年金を受け取ることができ
なくなることがありますので、
すみやかに申請してください。

学生納付特例の承認を受けた期間があると、保険料を全額納付し
たときに比べ、将来受け取る老齢基礎年金額が少なくなります。
承認を受けた期間の保険料は、10年以内であれば、あとから納
めること（追納）ができます。
ただし、承認を受けた期間の翌年度から起算して、３年度目以降
に追納する場合、承認当時の保険料に経過期間に応じた加算額が
プラスされます。
その他、詳細は年金事務所または日本年金機構のホームページで
ご確認ください。

＊注意事項

障害基礎年金（注）
遺族基礎年金

受給資格期間
への算入年金額への反映

納 付
学生納付特例

未 納

○
○
×

○
×
×

○
○
×

受給資格期間
への算入

老齢基礎年金

（注） 障害基礎年金および遺族基礎年金を受け取るた
　　　 めには一定の要件があります。

10

2019年 5.　No.480社会保険 おきなわ



　

今
か
ら
三
⼗
年
ほ
ど
前
の
こ
と
。
駅
前
で
息
子
と
バ
ス

を
待
っ
て
い
る
と
、
見
知
ら
ぬ
⼥
性
が
話
し
か
け
て
き
た
。

　
「
失
礼
で
す
が
、サ
ト
ウ
繊
維
の
お
嬢
さ
ん
で
し
ょ
う
か
」

　

平
野
と
名
乗
る
そ
の
⼥
性
は
、
五
⼗
代
ぐ
ら
い
の
き
れ

い
な
人
だ
っ
た
。「
お
嬢
さ
ん
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
気
恥
ず

か
し
か
っ
た
が
、
確
か
に
サ
ト
ウ
繊
維
は
父
が
以
前
経
営

し
て
い
た
工
場
だ
。
私
が
そ
う
だ
と
こ
た
え
る
と
、
⼥
性

は
「
社
⻑
の
奥
さ
ん
に
よ
く
似
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
お

嬢
さ
ん
か
な
と
思
い
ま
し
た
」
と
感
慨
深
そ
う
に
言
っ
た
。

　

平
野
さ
ん
は
次
の
よ
う
な
話
を
し
て
く
れ
た
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
シ
ベ
リ
ア
に
抑
留
さ
れ
て
い
た

平
野
さ
ん
の
お
父
さ
ん
は
、
栄
養
失
調
の
た
め
現
地
で
亡

く
な
っ
た
。
お
⺟
さ
ん
は
、
ふ
た
り
の
子
を
育
て
上
げ
る

た
め
、
私
の
父
の
工
場
で
働
い
た
。

　

授
業
参
観
や
子
ど
も
の
病
気
な
ど
で
早
引
き
を
申
し
出

て
も
、
父
は
嫌
な
顔
を
し
な
か
っ
た
か
ら
働
き
や
す
か
っ

た
そ
う
だ
。

　

工
場
で
は
主
に
婦
人
用
の
セ
ー
タ
ー
を
作
っ
て
お
り
、

昭
和
三
⼗
年
代
に
は
⾶
ぶ
よ
う
に
売
れ
た
。
戦
後
ま
も
な

く
建
て
た
工
場
だ
け
で
は
生
産
が
間
に
合
わ
ず
、
新
社
屋

が
出
来
る
ま
で
の
数
年
間
は
家
の
二
間
続
き
の
座
敷
に

テ
ー
ブ
ル
を
並
べ
、
大
勢
の
⼥
の
人
が
ず
ら
っ
と
並
ん
で

作
業
を
し
て
い
た
。
彼
⼥
は
夏
休
み
な
ど
に
ア
ル
バ
イ
ト

に
き
て
い
た
か
ら
、
私
の
こ
と
も
覚
え
て
い
た
ら
し
い
。

　
「
⺟
は
も
う
す
ぐ
⼋
⼗
に
な
り
ま
す
が
、
と
て
も
元
気

で
す
。『
サ
ト
ウ
の
社
⻑
が
年
金
を
き
ち
ん
と
掛
け
て
お

い
て
く
れ
た
か
ら
、
孫
や
ひ
孫
た
ち
に
も
お
小
遣
い
が
あ

げ
ら
れ
る
。
有
り
難
い
こ
と
だ
』
と
よ
く
言
っ
て
い
ま
す
」

　

平
野
さ
ん
の
待
っ
て
い
た
バ
ス
が
来
て
、「
お
父
さ
ん

に
よ
ろ
し
く
」
と
言
っ
て
乗
り
込
ん
で
い
っ
た
。

　

実
家
に
帰
っ
た
と
き
、
父
に
こ
の
出
来
事
を
話
し
た
。

父
は
、「
お
⺟
さ
ん
は
と
て
も
働
き
も
の
で
、
娘
さ
ん
は

美
人
だ
っ
た
な
あ
」
と
懐
か
し
そ
う
だ
っ
た
。
年
金
の
こ

と
で
感
謝
し
て
い
た
と
伝
え
る
と
、「
当
た
り
前
の
こ
と

を
し
た
だ
け
だ
」
と
照
れ
く
さ
そ
う
に
言
っ
た
。

　

私
は
平
野
さ
ん
と
の
出
会
い
を
う
れ
し
く
思
っ
た
。
だ

が
、
そ
の
頃
三
⼗
代
だ
っ
た
私
は
年
金
の
こ
と
が
よ
く
分

か
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
感
謝
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て

も
ぴ
ん
と
来
な
か
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
⼗
数
年
後
、
年
金
問
題
が
報
道
さ
れ
、
一
部

の
小
さ
な
会
社
や
工
場
で
は
給
料
か
ら
天
引
き
し
た
保
険

料
を
流
用
し
、
社
員
が
無
年
金
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ケ
ー

ス
も
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
。
父
の
言
っ
た
と
お
り
、
年

金
加
⼊
は
雇
用
主
の
義
務
で
あ
り
、「
当
た
り
前
の
こ
と
」

だ
。
そ
れ
を
お
ろ
そ
か
に
し
た
経
営
者
の
せ
い
で
、
人
生

設
計
を
狂
わ
さ
れ
た
人
た
ち
が
い
た
こ
と
に
強
い
衝
撃
を

受
け
た
。

　

父
の
工
場
は
ド
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
で
昭
和
四
⼗
六
年

に
倒
産
し
た
。
父
は
資
金
繰
り
に
苦
し
み
、
毎
晩
遅
く
ま

で
⺟
と
深
刻
な
顔
で
話
し
て
い
た
。
銀
行
か
ら
は
融
資
を

断
ら
れ
、
親
戚
か
ら
の
援
助
も
焼
け
⽯
に
水
で
、
父
は
裸

一
貫
か
ら
築
き
上
げ
た
財
産
の
ほ
と
ん
ど
を
失
っ
て
し

ま
っ
た
。
年
金
問
題
が
報
じ
ら
れ
る
前
に
父
も
⺟
も
亡
く

な
っ
て
い
た
の
で
、
正
確
な
こ
と
は
分
か
ら
な
い
が
、
勤

め
て
い
た
人
た
ち
を
悲
し
ま
せ
る
よ
う
な
こ
と
を
し
な
く

て
良
か
っ
た
と
つ
く
づ
く
思
っ
た
。

　

私
は
、
三
年
前
か
ら
年
金
の
「
報
酬
⽐
例
部
分
」
を
受

給
し
て
い
る
。
ふ
た
り
の
息
子
を
育
て
な
が
ら
フ
ル
タ
イ

ム
で
勤
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
子
育
て
を
助
け
て
く

れ
た
義
父
⺟
の
お
か
げ
だ
。
現
役
時
代
は
社
会
保
険
料
が

天
引
き
さ
れ
、
結
構
高
い
な
と
感
じ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

け
れ
ど
、
保
険
料
の
半
分
を
雇
用
主
が
負
担
し
て
く
れ
た

こ
と
、
年
金
制
度
は
現
役
世
代
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
考
え
る
と
、
支
給
さ
れ
る
の
が
「
当
た
り
前
」

だ
と
は
思
え
な
い
。
平
野
さ
ん
の
お
⺟
さ
ん
の
「
お
小
遣

い
を
あ
げ
ら
れ
て
有
り
難
い
」
と
い
う
言
葉
も
身
に
し
み

て
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

私
は
六
⼗
五
歳
の
今
も
、
元
の
職
場
で
週
に
数
日
、
短

時
間
の
仕
事
を
し
て
い
る
。
社
会
と
の
接
点
を
失
わ
ず
に

い
ら
れ
る
こ
と
と
、
職
場
の
若
い
人
た
ち
か
ら
刺
激
を
受

け
ら
れ
る
こ
と
に
感
謝
し
て
働
い
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の

目
標
は
、
可
能
な
限
り
細
く
⻑
く
仕
事
を
続
け
る
こ
と
だ
。

た
ま
に
は
大
好
き
な
滝
を
見
に
各
地
を
旅
し
て
み
た
い
し
、

読
み
た
い
本
も
沢
⼭
あ
る
。
自
分
に
見
合
っ
た
社
会
貢
献

も
し
て
い
き
た
い
。
こ
ん
な
私
を
後
押
し
し
て
く
れ
る
の

が
、
年
金
だ
。
七
月
か
ら
は
国
民
年
金
も
受
給
し
て
い
る
。

　
「
⽼
齢
年
金
」
と
い
う
言
葉
に
は
ち
ょ
っ
と
が
っ
く
り

来
る
が
、
隔
月
で
き
ち
ん
と
振
り
込
ま
れ
、
暮
ら
し
の
支

柱
と
な
っ
て
い
る
。
心
の
ゆ
と
り
と
安
心
感
を
も
た
ら
す

も
の
、
そ
れ
が
年
金
な
の
だ
と
実
感
し
て
い
る
。

（
※
作
品
中
の
企
業
名
や
氏
名
は
す
べ
て
仮
称
を
使
用
し
て
い
ま
す
。）
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平
成
30
年
度
受
賞
作
品

厚
生
労
働
大
臣
賞

日
本
年
金
機
構

「
わ
た
し
と
年
金
」

⼭
梨
県

入
倉
文
子
様
（
60
代
⼥
性
）



2019年度「算定基礎届」事務説明会のお知らせ

TEL（　　　）　　　－

事業所整理番号　　・　　事業所番号

参加者氏名
（ふりがな）

事業所名

住所〒

参加希望日時

参加希望会場

2019 年　6　月　　　日　（　　　曜日）　　時～

□　那覇　　　□　浦添　　　□　コザ　　　□　名護　　　□　平良　　　□ 石垣

◎この申込書にご記入いただきました個人情報は、当講習会以外には使用いたしません。

098－861－2682

　今年も「算定基礎届」の提出時期が近づいてまいりました。
　下記の通り「算定基礎届」事務説明会を『日本年金機構（各年金事務所）』

『沖縄県社会保険委員会』『一般社団法人沖縄県社会保険協会』共催で開催致します。
　「算定基礎届」の事務についてわかりやすくご説明いたしますので、ぜひご出席ください。

　下記の『出席申込書』に必要事項を記載のうえ、FAX、郵送又は、電子メールでお申し込み下さい。
　◎定員を超えたためご出席出来ない方へはご連絡いたします。（出席出来る方へはご連絡いたしません。）

一般財団法人沖縄県社会保険協会　TEL. 098－861－2681　FAX. 098－861－2682
【〒900-0031　那覇市若狭1－3－2　タカダ若狭ビル501号】　　電子メール：Email　okisyakyo@ryucom.ne.jg
共催：日本年金機構（各年金事務所）　・沖縄県社会保険委員会　・一般財団法人沖縄県社会保険協会

2019年度「算定基礎届」事務説明会　日程表

（※）部分の時間の最初の30分は、沖縄県社会保険委員会の2019年度総会を開催しますので、会員の方のみのご参加をお願いします。

お申し込み先／お問い合わせ先

申　込　方　法

年金
事務所

那覇

浦添

コザ

名護

平良
石垣

日　　程

６月 17 日（月）

６月 18 日（火）
６月 19 日（水）
６月 24 日（月）
６月 18 日（火）
６月 19 日（水）
６月 21 日（金）

６月 17 日（月）

６月 20 日（木）
６月 25 日（火）
６月 20 日（木）
６月 25 日（火）
６月 20 日（木）
６月 19 日（水）

時　　間
10：00～12：00
14：00～16：00
14：00～16：00
10：00～12：00

13：30～15：30
13：30～15：30

13：30～15：30
※15：30～16：00
13：30～15：30
13：30～15：30
14：00～16：30

※13：30～14：00 14：00～16：00

※13：30～14：00 14：00～16：00

※13：30～14：00 14：00～16：00

※13：30～14：00 14：00～16：00

※13：30～14：00 14：00～16：00

会　　場

沖縄産業支援センター　3階中ホール

沖縄産業支援センター　大会議室

浦添市てだこホール　小ホール

浦添市産業振興センター結の街　大研修室

うるま市民芸術劇場　燈ホール
ちゃたん二ライセンター　力ナイホール
名護市民会館　大ホール
ホテルゆがふいんおきなわ
ホテルアトールエメラルド宮古島
アートホテル1Fホール

沖縄市民小劇場　あしびなー
（15：30～委員総会のため会員の方のみ申込要）

◎申込が必要です
（定員　各100名）

◎申込が必要です
（定員　各90名）

◎申込が必要です
（定員　各200名）

◎申込が必要です
（定員　各120名）

◎申込が必要です
（定員　各120名）

△申込は不要です

△申込は不要です
（定員　各200名）
△申込は不要です
（定員　各200名）
△申込は不要です
（定員　各400名）
◎申込が必要です
（定員　各100名）
◎申込が必要です
（定員　各100名）
◎申込が必要です
（定員　各100名）

2019年度『算定基礎届』　事務説明会　申込書　　

〈会場〉〔6 ／ 17  沖縄市民小劇場あしびなー〕〔6 ／ 20  うるま市民芸術劇場〕〔6 ／ 25  ちゃたんニライセンター〕
〔6 ／ 20  名護市民会館大ホール〕については、申込は不要です。直接会場へお越しください。

◎「参加希望日」をご記入のうえ、「参加希望会場」□（管轄）に　 をつけて下さい。
送付先FAX番号
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